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緒言
　平成 19年厚生労働省国民健康・栄養調査報告に
よると、20～29歳女性の Body Mass Index（BMI）
が 18.5未満の “低体重者（やせ）”の割合は 25.2%
であり、1987年の 17.7%、1997年の 23.3%に比べ
て増加の傾向を示している1）。20～29歳女性で体重
減少の試みを行っている者の割合は、“低体重（や
せ）”で 73名中 18名の 24.7%、“普通”で 198名中
103名の 52.0%、“肥満”で 17名中 14名の 82.4%で
あった2）。BMIによる肥満の判定は、2000年に日本
肥満学会が肥満の判定基準を定め、男女とも 20歳
以上の者の BMIの標準を 22とし、18.5未満を “低
体重（やせ）”、18.5以上 25.0未満を “普通”、25以
上を “肥満”と判定している3）。その判定基準による
BMIと疾病発症との関連を検討した研究は数多く
見受けられる4）。また、蒲田5）は、女子学生のボ
ディ・イメージを BMIや身体満足度から検討し、
亀山ら6）は、身長、体重、体脂肪率などの身体特性
値とダイエットの実施方法との関連を調べ、それぞ
れ興味のある結果を報告している。その他の BMI
との関連の報告としては、疲労7）、体型に対する認
識8,9）、ダイエットの動機10）、不定愁訴11）がある。
しかし、これらの論文は BMIとの関連のみの調査
で、体型に対する認識、日常の食行動の実態および
不定愁訴などの相互の関連を論じた報告は少ない。
著者らは、女性の食行動に及ぼす要因に関する研究
の一環として、女性の食行動と肥満意識、食意識、
不定愁訴および食情報との関連を調査し、それらの
概要を報告した12−15）。
　本調査では、女性の食行動に及ぼす要因に関する
研究の一環として、BMIが異なる女子学生の食行
動を、体型に対する認識や不定愁訴状況との関連か
ら検討を行い、いくつかの興味ある知見が得られた
ので報告する。
方法
1）　調査対象者
　調査対象者は、管理栄養士または栄養士養成を専
攻とする年齢 18～22歳までの女子学生、計 318名
で、彼女らの居住地は東京都内並びにその近県（埼
玉県、千葉県、神奈川県、茨城県）であった。
2）　調査方法
　調査は、クラス単位による集合調査法16）で、平
成 19年 6月に行った。
3）　調査内容
　主な調査内容は、① 身長、体重、② 自分の体型
に対する認識、③ 健康に不安を感じる時の状況、
④ 日常の食行動の実態と食生活に関する意識や態
度に大別される。① 身長の単位は cm、体重は kg
として、自己申告によりそれぞれ小数第 1位まで回
答させた。② 自分の体型に対する認識、③ 健康に
不安を感じる時（不定愁訴）の状況、④ 日常の食
行動の実態と食生活に関する意識や態度などの設問
は、著者らの文献12−15）を参考にして作成した。
4）　集計および解析方法
　集計の段階で ㈱ マイクロソフト製の表計算ソフ
ト “エクセル 2003”を用いて、BMIの算出を行っ
た。BMIの算出に用いた式は、次のとおりである3）。
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・
　BMI=体重（kg）/身長2（m）
なお、BMIは、切捨てで小数第 1位まで算出した。
アンケート集計には、㈱ 社会情報サービス製のア
ンケート集計ソフト “秀吉”を用いた。統計処理と
して、平均値の差の検定17）と 2つの標本の比率を
比較する検定18）を行った。
　算出した BMIを基に調査対象者を BMI 18.5未
満の低体重グループと BMI 20.5以上 25.0未満の
BMI 20.5以上普通グループに分類し、各グループ
の特徴の明確化をクロス集計の結果から行った。
結果
1）　調査対象者のBMI の分布
　調査対象者 318名のBMIの分布を表 1に示した。
日本肥満学会の肥満判定基準3）では、BMI 18.5未
満を「低体重」、BMI 25以上を「肥満」としてお
り、前者に含まれる者 57名、後者に含まれる者 6
名であった（表 1）。318名中、BMI 18.5未満の
「低体重」の割合は 17.9%、BM 18.5以上 25未満
の「普通」は 80.2%、BMI 25以上の「肥満」は
1.9%で、BMIの最低値は 15.7、最高値は 27.9で
あった。
2）　BMI による調査対象者の分類
　表 1に示した BMI 18.5未満の者 57名を「低体
重グループ」とした。一方、BMI 18.5以上 25未
満の「普通」の者 255名を、BMI 20.5を境界に 2
グループに分け、BMI 20.5以上 25未満の者 56名
を「BMI 20.5以上普通グループ」とした。
　以後の集計および解析は、「低体重」57名と
「BMI 20.5以上普通」56名、計 113名を対象に
行った。
3）　低体重グループとBMI 20.5 以上普通グループ
の特徴
　表 2に低体重グループと BMI 20.5以上普通グ
ループの身長、体重、BMIおよび年齢の平均値を
示した。低体重グループの体重と BMIは、BMI 
20.5以上普通グループのそれらに比べて有意な差
が認められた（表 2）。
　次に、低体重グループと BMI 20.5以上普通グ
表 1　調査対象者のBMI の分布
日本肥満学会（2000年）
による判定基準 BMI 人数（人） 構成比（%）
判定基準による構成比
（%）
低体重
15.5以上 17.5未満  19   6.0 
 17.9
17.5以上 18.5未満  38  11.9 
普通
18.5以上 20.5未満 199  62.7 
 80.220.5以上 22.5未満  19   6.0 
22.5以上 25.0未満  37  11.6 
肥満
25.0以上 26.0未満   3   0.9 
  1.926.0以上 27.0未満   2   0.6 
27.0以上   1   0.3 
計 318 100.0 100.0 
表 2　低体重グループとBMI 20.5 以上普通グループの身長、体重、BMI および年齢
低体重グループ（57名） BMI 20.5以上普通グループ（56名）
身長（cm） 159.5±6.2 158.1±5.0
体重（Kg） 43.81）±3.9 59.0±5.5
BMI 17.21）±0.7 23.7±1.5
年齢（歳）  19.3±2.6 19.4±1.1
1）は BMI 20.5以上普通グループとの間で有意な差が認められた（p<0.01）
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ループ別のクロス集計結果で、両者の間に有意な差
が認められた設問内容をまとめると、次のとおりで
ある。
　表 3に示した自分の体型に対する認識では、低体
重グループと BMI 20.5以上普通グループとの間
で、明らかに異なる体型に対する認識が観察され
た。すなわち、低体重グループで “標準体重に比べ
て太っていない”、“体全体が太っていない”および
“体の一部が太っている”が、BMI 20.5以上普通グ
ループでは “標準体重に比べて太っている”、“体全
体が太っている”、“友人に比べて太っている”およ
び “なんとなく太っている”の意識がそれぞれ多
かった。
　健康に不安を感じる不定愁訴状況では、低体重グ
ループで “肩がこる”、“月経不順”、“胃が痛む”お
よび “食欲がない”などの不定愁訴状況が多かった
（図 1）。
　日常の食行動の実態と食に関する意識と態度で
は、表 4に示したとおり、低体重グループではおい
しい店に強い関心を持っており、おいしい店に関す
る情報交換が盛んである。また、味のよいものやよ
い材料のものなど良質志向も強く、食べるものの質
や量を制限する傾向が観察された（表 4）。健康維
持の方法としては、“規則正しい食事をする”（図 2）
表 3　自分の体型に対する認識
自分の体型に対する認識 低体重グループ（57名） BMI 20.5以上普通グループ（56名）
標準体重に比べて太っている 01） 51.8
標準体重に比べて太っていない 28.11） 0
体全体が太っている 01） 23.2
体全体が太っていない 19.31） 0
体の一部が太っている 29.81）  3.6
友人に比べて太っている 1.82） 10.7
なんとなく太っている 02）  8.9
表中の数字は回答率（%）
1）は BMI 20.5以上普通グループとの間で有意な差が認められた（p<0.01）
2）は BMI 20.5以上普通グループとの間で有意な差が認められた（p<0.05）
図 1　健康に不安を感じる（不定愁訴）時の状況
　　　 : 低体重グループ
　　　 : BMI 20.5 以上普通グループ
** : 低体重（やせ）グループと BMI 20.5 以上普通グループとの間で有意な差が認められた
(p<0.01）
 * : 低体重（やせ）グループと BMI 20.5 以上普通グループとの間で有意な差が認められた
(p<0.05）
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や “腹八分目食べる”（表 4）が多かった。それに対
して、BMI 20.5以上普通グループは、レトルト食
品をよく利用して、一人で食事をすることが多く、
やけ食いや食べ過ぎなどの過食の傾向が見られた
（表 4）。健康維持の方法としては、「スポーツをす
る」が多かった（図 2）。
考察
1）　調査対象者のBMI の分布とそれに基づいた調
査対象者の分類
  既述のとおり本調査では、日本肥満学会の肥満判
定基準3）による BMIが 18.5未満の「低体重」の者
は 57名で、調査対象者 318名の約 17.9%、BMI
が 25.0以上の「肥満」の者は 6名で約 1.9%、BMI
が 18.5以上 25.0未満の「普通」の者は 255名で
約 80.2%を占めた（表 1）。平成 19年度国民健康・
栄養調査報告での BMI状況1）によると、年齢 20～
29歳の女性 290名中「低体重」は 25.2%、「肥満」
は 5.9%、「普通」は 69.0%であり、本調査の結果
と比較すると、本調査の結果では「普通」が多く、
「低体重」と「肥満」が少ない傾向を示した。
　本調査では、既述のとおり BMI 18.5未満の者
57名を低体重グループと分類した。一方、BMI 25
以上の「肥満」の者は 6名であり、低体重グループ
と肥満グループの母集団数が 57名と 6名で不適切
と考えられた。結果の 2）で述べたとおり、BMI 
20.5を境界にして「普通」を 2グループに分け、
BMI 20.5以上 25.0未満の者 56名を BMI 20.5以
表 4　日常の食行動の実態と食に関する意識や態度
食行動の実態と食に関する意識や態度 低体重グループ（57名）
BMI 20.5以上普通グループ
（56名）
腹八分目食べる 44.61） 14.3
バランスよく食べる 36.81） 14.3
食べ過ぎて後悔したことがある 59.61） 91.1
やけ食いをする 28.11） 57.1
一人で食事をすることが多い 28.12） 47.3
レトルト食品などをよく利用する 21.12） 39.3
味のよいものを食べている 73.72） 55.4
値段が高くても、よい材料のものを食べている 19.32）  7.1
おいしい店の情報を早く知る 10.52）  1.8
おいしい店のことを友人や家族と話す 71.92） 50.0
行ってみたい店で、外食した 16.72）  2.5
表中の数字は回答率（%）
1）は BMI 20.5以上普通グループとの間で有意な差が認められた（p<0.01）
2）は BMI 20.5以上普通グループとの間で有意な差が認められた（p<0.05）
図 2　健康維持の方法
　　　 : 低体重グループ
　　　 : BMI 20.5 以上普通グループ
1）　規則正しい食事 : 規則正しい食事をする
2）　スポーツ : スポーツをする
** : 低体重グループとBMI 20.5 以上普通グ
ループとの間で有意な差が認められた
(p<0.01）
 * : 低体重グループとBMI 20.5 以上普通グ
ループとの間で有意な差が認められた
(p<0.05）
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上普通グループとして分類した。すなわち、低体重
グループは、BMI 18.5未満の者 57名、それらの
対比として BMI 20.5以上 25.0未満の者 56名を
BMI 20.5以上普通グループとし、両グループ別の
クロス集計を行った。
　一般的に女優体型の BMIは 19、モデル体型では
17と言われており5）、低体重グループの者は、モデ
ルの体型を比較対象にしていると考えられた。女子
学生の理想 BMIに関して、蒲田5）は 18.7、今井ら19）
は 18.1～18.5、小島ら10）は 18.7、後藤ら 7）は 17.9
と指摘している。本調査の低体重グループの平均
BMIは 17.1で、さらに低い値を示した。
2）　低体重グループとBMI 20.5 以上普通グループ
の特徴
　自分の体型に対する認識では、低体重グループに
“体全体は太っていない”と “体の一部が太ってい
る”の特徴がみられた（表 3）。著者らの肥満意識に
関する報告13）によると、他の人との比較で自分の
体型を認識することが多いので、低体重グループで
は、モデルの体型と比較して、体の一部が太ってい
ると認識するのではないかと推察された。西岡ら10）
は、ダイエットの動機で、体の一部を細くしたいと
いう心理的要因が多いことを指摘しており、低体重
グループの者は、体の一部を細くしたいという理由
で、BMIを低く維持していると考えられた。
　健康に不安を感じる不定愁訴状況では、低体重グ
ループのみに「肩がこる」、「月経不順」、「胃が痛
む」および「食欲がない」の不定愁訴がみられた
（図 1）。小島ら11）は、やせ過ぎと自覚症状との関連
で、「月経不順」と「肩こり」の有訴率が高いこと
を指摘しており、本調査の結果も同様の傾向を示し
た。また、著者らの不定愁訴に関する調査結果15）
では、「肩がこる」は同様に多かったが、「胃が痛
む」は少なかった。すなわち、低体重グループの者
は、体の一部を細くしたいという動機によるダイ
エットに関連して、胃の痛みが多いと考えられた。
低体重グループのみに多くの不定愁訴状況が観察さ
れた理由についての検討は、今後、さらに必要であ
ると思われた。
　日常の食行動の実態や食生活に対する意識や態度
では、低体重グループと BMI 20.5以上普通グルー
プで対照的な特徴がみられた。すなわち、低体重グ
ループは、腹八分目、バランスよく食べるのに対し
て、BMI 20.5以上普通グループは、一人での食事
が多く、やけ食いなど過食の傾向が見られた（表
4）。また、低体重グループはおいしい店に関する情
報交換が盛んで、実際に夕食時に行ってみたい店で
外食をしている（表 4）。著者らの食情報に関する
調査で、おいしい店に関する情報交換が盛んな者
は、友人との会食を楽しむ反面、健康や美容のため
に食べるものや量を制限していると報告した12）。こ
れらの指摘は、本調査の結果からも確認され、同様
の傾向を示す調査結果が得られた。平均 BMIが
17.2と低い値を示した低体重グループの者は、規
則正しい食事によって、食事量や間食量の減量を行
い、BMIを低く維持していると考えられた。一方、
BMI 20.5以上普通グループの者は、一人での食事
による食べ過ぎ、やけ食いという過食の食習慣か
ら、BMIがさらに高くなると思われた。楠ら9）は、
肥満群の摂食量が普通群や低体重群（やせ）に比べ
て非常に多いことを、また、野上ら20）は、ダイエッ
ト志向が強い者ほど、その反動として気晴らし食い
を行い、自己誘発性嘔吐の頻度が高まることを指摘
しており、本調査の BMI 20.5以上普通グループの
者は、これらの傾向が強いと考えられた。また、
BMI 20.5以上普通グループの者は、食事量や間食
量の減量よりもスポーツで健康維持をする傾向が見
られた（図 2）。亀山らのダイエット方法に関する
調査結果6）で、大学生のダイエット法では、「食事
の減量」、「間食の減量」、「運動・スポーツ」の実施
頻度が高いとの指摘があり、低体重グループのダイ
エット法が食事量と間食量の減量、BMI 20.5以上
普通グループでは運動・スポーツと分かれたことが
興味深かった。すなわち、BMI 20.5以上普通グ
ループの者は、食行動面からのダイエットが困難で
あるのに対して、低体重グループの者は、食生活を
楽しみながら、モデル体型に近い体型を維持するた
めに、食事量および間食量の制限によるダイエット
を実施していると考えられた。
　今回の調査対象者が管理栄養士養成や栄養士養成
の学生であり、ダイエットなどに関する専門的な知
識を既に修得していたことが、本調査の結果に大き
く影響していると思われた。これらの専門的知識を
修得していない学生を調査対象者とした場合の調査
では、本調査と異なる結果が導かれることも予想さ
れる。そういう意味では、調査対象者の専門的知識
の修得の状態によって、再現性の得られない結果を
生じる可能性もある。また、身長や体重を実測しな
いで、自己申告による BMIの算出にも信憑性に問
題があると思われた。しかし、自分の体型に対する
認識などの心理的要因と食行動との関係を対象とす
る研究の分野では、これらの結果を体系的、かつ時
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系列的に蓄積していくことが、人間の食行動の全容
を解明するために必要である。本調査で得られた結
果は、その目的において有益であると確信してい
る。
要約
　BMIの異なる女子学生の自分の体型に対する認
識、日常の食行動の実態および食生活に関する意識
や態度を中心に調べた。年齢 18歳から 22歳まで
の女子学生 324名を対象にアンケート調査を行い、
自己申告による身長と体重を基に BMIを算出し、
BMI 18.5未満の者 57名を低体重グループ、BMI 
20.5以上 25未満の者 56名を BMI 20.5以上普通
グループに分類した。グループ別クロス集計結果か
ら各グループの特徴の明確化を行った。得られた結
果は、次のとおりである。
　1）　自分の体型に対する認識では、低体重グルー　
プで「太っていない」、BMI 20.5以上普通グループ
で「太っている」の意識がそれぞれ強かった。ま
た、低体重グループでは、「体全体は太っていない
が、体の一部が太っている」という意識も特徴的で
あった。
　2）　健康に不安を感じる不定愁訴状況では、低体
重グループで「肩がこる」、「月経不順」、「胃が痛
む」および「食欲がない」の不定愁訴状況が多かっ
た。
　3）　日常の食行動の実態と食生活に関する意識と
態度では、低体重グループの者はおいしい店に関す
る情報交換が盛んで、味のよいものや材料のよいも
のなどの良質志向が強く、また、規則正しく食べる
やバランスよく食べるなど食べるものや量の制限を
しているようである。一方、BMI 20.5以上普通グ
ループは、レトルト食品を利用して一人で食事をす
ることが多く、やけ食いや食べ過ぎて後悔するなど
過食の食行動が多かった。
　以上の結果から、BMIの異なる女子学生では、
明確な食行動の違いが観察され、これらの差異は自
分の体型に対する認識、食生活に関する意識や態度
に起因して生じたと推察された。すなわち、女子学
生の食行動には、BMIの数値や自分の体型に対す
る認識、食に関する意識や態度などが密接に関係し
ていると考えられた。
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Summary
 A relationship between eating behavior and unspecified complaints in female students of different Body Mass Index （BMI）, 
was statistically studied by method of questionnaire. Following results were obtained ;
 1） 113 subjects were selected from the distribution of BMI.
 2） Classifying the subject of less than 18.5 BMI into the low body weight group （n=57）, the subject of BMI from 20.5 to 
25 into the common group （n=56）, was classified.
 3） Among both groups, the significant difference recognized in the average value of body weight and BMI.
 4） The low body weight group showed they had many unspecified complaints, and were liable to restrict quality and quan-
tity of meal. Moreover, the information exchange about meal was prosperous.
 5） The common group showed they had a meal alone using the pouch-packed food, and liable to overeating.
 From above results, it speculated eating behavior and unspecified complaints of female students closely related BMI.
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